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１. ハードスキルとソフトスキル 
 仕事を成功させる能力(ビジネススキル)を大別す
る概念のひとつにハードスキル／ソフトスキルがあ

る。前者は、計算、電気回路の設計、材料の加工、

化学物質の調製など目的や適用範囲が比較的明確な

スキル群で、限られた期間で上達が可能である。学

校教育は一般的にこうしたハードスキルの向上に主

軸がおかれており、とくに専門性の強い高等教育で

はその傾向は強い。一方後者は、仕事上の目標を達

成するため間接的に必要とされる能力で、協調性や

リーダーシップ、忍耐力、コミュニケーション力、

共感力など、主に個人の人柄や人間関係に関するス

キル群を指す。最近しばしば引き合いに出される「人

間力(文部科学省)」や「社会人基礎能力(経済産業省)」
にもソフトスキルと呼べるものは多い。 
 目標の達成にソフトスキルとハードスキルはとも

に必要である。しかし、ハードスキルの重要性が就

業後相対的に減少し続けるのと逆に、ソフトスキル

は増え続け 10 年以内にハードスキルを上回ると言
われている。また個人がもつソフトスキル群のおお

よそは就職前に固まっている場合が多く、就業後に

飛躍的にスキルアップしたり新たな素養を見出すこ

とは困難との指摘がある。従って就学中にソフトス

キルを開発する取り組みが肝要となるが、どのよう

な教育活動でどのようなスキルが身につくか具体的

な事例で分析した報告はほとんど無い。 
 本報告では、学校教育においてソフトスキルが身

につく可能性が高いと経験的に期待される集団スポ

ーツに着目し、中でもラグビー競技を通して学生が

学んだと実感した要素を調査しソフトスキルの向上

を推察する。 
 学生スポーツは本人が自分自身の価値基準のもと

自発的に取り組む活動である。これは教育側が目標

を与える課程教育とは異なるため、得られる学習成

果も個人によるばらつきが大きいと予想される。ま

たそうした個人から構成されたチームが共通の目標

(＝勝利)を達成するには、意思疎通を活性化し組織
を効果的に機能させる必要がある。故に、集団スポ

ーツの中でソフトスキルが自然に醸成されている可

能性があると考えた。調査は、対象を主に全国高専

ラグビー大会出場チームの選手とマネージャ、一部

OBに絞り、「ラグビーを通して学んだこと」アンケ
ートとして実施した。 
 
２. アンケート調査項目 
 調査は無記名とし、ポジションや役職を記入させ

るとともに、「学んだ」と実感できるキーワードを 5
つ程度選ばせた。主な対象者は平成 23年度全国高専
ラグビーフットボール大会に出場した全 10 チーム
のうち 8 チームに所属する選手、マネージャで、少
数(12 名)の OB を合わせて総数 213 名のラグビー部
関係者から回答を得た。以下に調査項目を列挙する。 
a.学年、ポジション(背番号)、役職 
b.選択キーワード群 
 忍耐、努力、進歩、感謝、思いやり、継続、友情、

苦労、達成感、行動力、自主性、指導力、協力、計

画性、健康、悔しさ、厳しさ、苦痛、誇り、人情、

後悔、怒り、絶望、希望、挑戦、先見、要領、楽し

み、勝負勘、問題発見力、問題解決力、他人に相談

すること、交渉力、コミュニケーション、チームワ

ーク、許すこと、許さないこと、規律、目標、夢、

分析力、信じること、信念、妥協、心の支え、義務、

責任 
 
３. 調査結果 
３．１「学んだこと」の平均像 
 マネージャ(12 名)や OB(8 名)も含む全回答者に関
する平均像を度数順に図 1 にまとめた。突出して高
い度数(94)を記録したのが「忍耐」で、強いフィジ
カルとマインドが要求される競技性を端的に反映し

ている。以下「努力」「感謝」「コミュニケーション」

「責任」など日本人が美徳とするソフトスキルに関

図 1 「ラグビーを通して学んだこと」アンケート結果 



連するキーワード群が 10ほど続き、その後は浅く拡
がる裾野をもつことが分かった。これらは、部活動

に多くの人々が期待する教育効果が、幅広くかつ多

様にもたらされた結果であると考えている。一方、

上位 10 位以内のネガティブなキーワードは「悔し
さ」のみであった。悔しさは勝敗につきものの感情

であるが、ここでは悔しさをバネに勝利したいとい

う強い意欲に転換されていると考えられる。つまり

悔しさはメンタルタフネスを高める情緒として機能

しているのではないか。逆に度数が小さいキーワー

ドに「問題発見力」「問題解決力」があるが、現在の

クラブの活動形態では問題意識や解決法の発見を加

速するまでには至っていないと推測される。 
３．２ ひとりひとりが「学んだこと」 
 調査は無記名で実施したが、佐世保高専チームに

ついては学年、ポジション、役職の詳細が既知のた

め個人が特定可能である。彼ら一人一人の回答を当

時の言動や立ち振る舞いと比較してみると、選択し

たキーワードの組み合わせが実に多彩で、しかも本

人の個性を意外に強く反映していることが分かった。

つまり、ラガーやスポーツマンとしての「平均的な

学び」だけでなく、個人の特質にあった「オーダー

メイドな学び」が平行して進行していると推測され

る。しかもこうした学習が、学生自身の価値観に基

づいた活動の中で自然になされる点が課外活動を通

した学習の特徴なのであろう。 
３．３ チームの個性 
 チームの特徴がキーワードの選択に反映される場

合があることも分かった。表 1 に、チームごとの集
計のうち選択頻度が高いキーワードをまとめる。 
表1 チーム別「学んだこと」上位キーワード群 

 
 例えば佐世保チームの場合、「コミュニケーショ

ン」「チームワーク」「友情」の度数が他チームと比

較して大きい。これは本チームが伝統的に小柄な選

手が多く、上位大会に勝ち進むには努力を積み重ね

組織力を向上させることを意識せざるを得ない事情

が反映されたと考えられる。そのため勝利の「達成

感」もある(度数 10)一方で、敗北したときの「悔し
さ」もひとしお(同 10)なのであろう。他にも、自主
性が尊重されていると聞き及ぶ Fチームでは「計画
性」「挑戦」「責任」の選択頻度が高く、チームカラ

ーが学習成果にも強く表れていた。 
 
３．４ 役職と「学んだこと」 

 主将や副将、マネージャなどチームにとって重要

な役職についてデータを抽出し集計したところ、平

均像との差異が見られた。例えば主将については、

平均像と比較して「行動力(5.1% > 2.7%(平均))」「自
主性(6.8% > 2.3%(平均))」の度数が高く、リーダーと
して自ら進んでチームを率いた経験が反映されたも

のと解釈できる。一方「悔しさ(1.7% < 4.3%(平均))」
の度数は平均像より低かったが、その理由は判然と

しない。「リーダーとしてやれることはやったので悔

いはない」という意味なのであろうか。 
 副将については、主将とは様相がかなり異なって

いた。度数の総和が主将より小さく(44<58)、全体的
に「何かを学んだ」意識に乏しかった。特に「思い

やり(2.2% < 2.7%(平均))」「悔しさ(0% < 4.3%(平均))」
「コミュニケーション(2.2% < 5.0%(平均))」の頻度が
低かった。端的に言えば「リーダーとしての自覚が

あまりない」印象がある。経験的に、主将が責任感

を強くもつ場合、副将には自由な感性を持つ学生や

調整力に長けた選手が選ばれる傾向がある。そうし

た人選上のバランス感覚が主将と副将の違いとなっ

て表れたのかも知れない。なお今回調査した9チーム
では、副将は全員バックスであった。主将がフォワ

ードとバックスがほぼ半々であったことを考えると、

バックスの競技上の特性とソフトスキルに何か関係

があるのかも知れない。 
 マネージャも一般的な選手とは異なる回答をする

傾向があった。特に相対的に頻度が高かったキーワ

ードは「思いやり(10.7% > 2.7%(平均))」「コミュニケ
ーション (8.9% > 5.0%(平均 ))」「行動力 (8.9% / 
3.8%(平均))」で、女性が長けていると言われる「共
感力」に関係するキーワードや、自発的に問題に対

処できる行動力をあげるマネージャが多かった。と

ころが反対に、「チームワーク(1.7% < 4.2%(平均))」
は頻度が低かった。これはマネージャの場合多人数

の選手達を少人数で世話するため、多対一よりも一

対一の人間関係が重要となっている可能性がある。

あるいは性別や役職の違いに起因するかも知れない

が、今回の調査結果だけでは判断が難しい。 
 
４. 総括 
 「ラグビーを通して学んだこと」に関するアンケ

ート調査を行い、集団スポーツを通して学習される

ソフトスキルを推察した。その結果、ビジネススキ

ルとしても重要な「忍耐力」を学んでいる学生が非

常に多いことが分かった。また日本人が重視するソ

フトスキル群も個人の個性に合わせて多様に学ばれ

ている事実が明らかとなった。役職によっても異な

る型のソフトスキルの学びが起きていることが示唆

された。さらにチームカラーもスキルの学びに大き

く影響する場合があることが確かめられた。 
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